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RX610グループ 
DTCのブロック転送による CRCコード算出と 
DTCのデータ転送による CRCコード付き調歩同期式シリアル通信 

要旨 
本アプリケーションノートでは、データトランスファコントローラ（DTC）のブロック転送を用いた CRC
演算器（CRC）へのシリアルデータ転送例を紹介します。なお、本アプリケーションノートでは、シリアル
コミュニケーションインタフェース（SCI）のデータ転送にも DTCを使用し、CRCコード付き調歩同期式シ
リアル通信を行います。 

対象デバイス 
RX610グループ 

RX610グループと同様の I/Oレジスタ（周辺装置制御レジスタ）を持つ他の RXファミリでも本プログラ
ムを使用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合がありますのでマニュ
アルで確認してください。このアプリケーションノートのご使用に際しては十分な評価を行ってください。 
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1. 仕様 
本アプリケーションノートでは、CRCコード付き送信データの作成、CRCコード付き受信データの CRC
演算および、CRCコード付きシリアル通信に DTC転送を使用した 130バイトの送受信を行います。 

• CRC生成多項式は X16+X15+X2+1を使用し、LSBファースト通信用 CRCコード生成を行います。 
• SCIのチャネル 1を使用し、通信フォーマットは 8ビット長、1ストップビット、パリティなしです。 
• 通信ビットレートは 38400bpsとします。 
• DTCは、SCI1の送信データエンプティ割り込み（TXI1）、SCI1の受信データフル割り込み（RXI1）とし
ます。 

• 内蔵 RAMには、あらかじめ CRC演算器の初期化データ（H'82）を用意しておきます。 
• CRC初期化データ（H'82）を CRC演算器に転送することで、CRC生成多項式の設定、LSBファースト通
信用 CRCコード生成の設定、CRCデータ出力レジスタ（CRCDOR）のクリアを行います。 

• 内蔵 RAMの送信データ格納領域には、あらかじめ 128バイトの送信データを用意しておきます。 
• 128バイトの送信データは、H'00、H'01、H'02、・・、H'7D、H'7E、H'7Fの連続したデータとします。 
 
(1) 送信動作 
① SCI1の送信データエンプティ割り込み（TXI1）を許可にします。 
② TXI1割り込みにより、DTCが起動します。 
③ DTC転送で、CRC演算器の初期化、CRCコードの生成、送信データへの CRCコード追加（計 130バイ

ト）を行います。 
④ TXI1割り込みによる DTC転送終了後、CPUの TXI1割り込みで DTC起動の割り込み要求先を TXI1割

り込みに再設定し、TXI1割り込みを許可にします。 
⑤ 送信データの 1バイト目のデータ（H'00）を SCI1のトランスミットデータレジスタ（TDR）へ CPUで

ライトすることで TXI1割り込みが発生し、DTCが起動します。 
⑥ DTC転送で、CRCコード付き送信データ（計 129バイト）を送信します。 
⑦ 送信完了後、DTC（送信）の再設定を行います。 
⑧ ①に戻り、送信動作を繰り返します。 
 
(2) 受信動作 
① SCI1の受信データフル割り込み（RXI1）を許可にします。 
② RXI1割り込みにより、DTCが起動します。 
③ DTC転送で、CRCコード付き受信データ（計 130バイト）を内蔵 RAMに転送します。 
④ 130バイト分のデータ転送終了後、チェーン転送で CRC演算器の初期化、CRC演算結果算出、CRC演

算結果の退避を行います。 

⑤ RXI1割り込みによる DTC転送終了後、CPUの RXI1割り込みで CRCエラー判定を行います。 
⑥ CRCエラーの場合は受信動作を停止し、I/Oポートに接続された LEDを点灯させ、エラー発生を通知し

ます。CRCエラーが無ければ DTC（受信）の再設定を行います。 
⑦ ①に戻り、受信動作を繰り返します。 
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図 1に本アプリケーションノートにおける仕様を示します。 
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図 1 仕様 

 

2. 動作確認環境 
動作確認を行った環境を表 1に示します。 

表 1 動作確認環境 

項目 名称 
デバイス RX610 (R5F56108VNFP) 
ボード Renesas Starter Kit (R0K556100S000BE) 
電源電圧 5.0V（CPU動作電圧は 3.3V） 
入力クロック 12.5MHz (ICLK=100MHz, PCLK=50MHz, BCLK=25MHz) 
動作温度 室温 
HEW Version 4.08.00.011 
Toolchain RX Standard Toolchain (V.1.0.0.0) 
Debugger/Emulator E20エミュレータ 
Debugger 
component 

RX E1/E20 SYSTEM V.1.00.00.000 
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3. 使用機能 
• クロック発生回路 
• 消費電力低減機能 
• I/Oポート 
• 割り込みコントローラ（ICU） 
• シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
• CRC演算器（CRC） 
• データトランスファコントローラ（DTC） 
 
【注】 * CRC演算器は、CRC演算中または CRC演算結果を退避するまでの間に、CRCDIRレジスタに他

のデータがライトされると（たとえば 2つ以上の異なるバスマスタによる CRC演算器を使用した
場合に）演算結果に影響しますのでご注意ください。本 APNの場合、DTCで CRC演算器にアク
セス中に DMACから CRC演算器をアクセスした場合、演算結果が破壊されますので、DMACで
CRC演算器をアクセスしないようにしてください。なお複数の DTCによる CRC演算器のアクセ
スは問題ありません。 

 
詳細は RX610グループハードウェアマニュアルを参照してください。 

 

4. 動作説明 

4.1 動作モードの設定 
本アプリケーションノートでは、モード端子をMD1=1、MD0=1に設定し動作モードをシングルチップモー
ドに、システムコントロールレジスタ 0（SYSCR0）の ROMEビットを 1に設定し内蔵 ROMを有効に、SYSCR0
レジスタの EXBEビットを 0に設定し外部バスを無効にそれぞれ設定しています。 

本アプリケーションノートにおける動作モードの設定を表 2に示します。 

 
表 2 動作モードの設定 

モード端子 SYSCR0レジスタ 
MD1 MD0 ROME EXBE 

動作モード 内蔵 ROM 外部バス 

1 1 1 0 シングルチップモード 有効 無効 
【注】 SYSCR0 レジスタの ROME ビットおよび EXBE ビットの初期値は、SYSCR0.ROME=1、

SYSCR0.EXBE=0のため、プログラム中で SYSCR0レジスタの設定は行っておりません。 
 

4.2 クロックの設定 
本アプリケーションノートで使用している評価ボードには 12.5MHzの水晶発振子が搭載されています。 

そのため、本アプリケーションノートでは、システムクロック（ICLK）、周辺モジュールクロック（PCLK）、
および外部バスクロック（BCLK）をそれぞれ、8逓倍（100MHz）、4逓倍（50MHz）、2逓倍（25MHz）に
設定しています。 
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4.3 エンディアンの設定 
本アプリケーションノートは、ビッグエンディアン／リトルエンディアンの両方に対応しています。ハー
ドウェアによるエンディアンの設定を表 3に示します。 

 
表 3 エンディアン設定（ハードウェア） 

MDE端子 エンディアン 
0 リトルエンディアン 
1 ビッグエンディアン 
 
コンパイラオプションのマイコンオプションによるエンディアンの設定を表 4に示します。 

 
表 4 エンディアン設定（コンパイラオプション） 

マイコンオプション エンディアン 
endian = little リトルエンディアン 
endian = big ビッグエンディアン 
【注】 プログラムのコンパイラオプションで選択したエンディアンに合わせて、MDE端子によるエンディア

ンを設定してください。 
 

4.4 ビットオーダの設定 
本アプリケーションノートのビットオーダは、ライトおよびレフトの両方に対応しています。コンパイラ
オプションのマイコンオプションによるビットオーダの設定を表 5に示します。 

 
表 5 ビットオーダ設定（コンパイラオプション） 

マイコンオプション ビットオーダ 
bit_order = right ビットフィールドのメンバの並び順を下位ビットから割り付け（オプション省略時）

bit_order = left ビットフィールドのメンバの並び順を上位ビットから割り付け 
【注】 本アプリケーションノートでは、ビットフィールドは I/Oレジスタ定義ファイル（iodefine.h）で使用

しています。I/Oレジスタ定義ファイルでは、#pragma bit_order拡張子で leftを指定しており、ビッ
トフィールドのメンバの並び順を上位ビットから割り付けています。 

 
【注】 コンパイラオプションの bit_orderと#pragma bit_order拡張子の両方が指定されている場合は、

#pragma bit_order拡張子の指定が優先されるため、コンパイラオプションの bit_orderの指定に関係
なく、I/Oレジスタ定義ファイルで定義されたビットフィールドのメンバの並び順は上位ビットから
割り付けられます。 
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4.5 SCIの設定 
本アプリケーションノートでは、SCIのチャネル 1を使用し調歩同期式シリアルデータの送受信を行いま
す。SCIの設定条件を表 6に示します。 

 
表 6 SCIの設定条件 

使用チャネル SCI 1 
通信モード 調歩同期式モード 
割り込み • 送信データエンプティ割り込み（TXI1） 

• 受信データフル割り込み（RXI1） 
• 受信エラー割り込み（ERI1） 
• 送信完了割り込み（TEI1） 

通信速度 38400bps（PCLK = 50MHz） 
データ長 8ビットデータ 
ストップビット 1ストップビット 
パリティ なし 
 

4.6 CRCの設定 
本アプリケーションノートでは、CRC演算器を使用し 2バイトの CRCコード生成を行います。CRCの設
定条件を表 7に示します。 

 
表 7 CRCの設定条件 

生成多項式 X16+X15+X2+1 
CRC演算 LSBファースト通信用 CRCコード生成 
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4.7 DTCの設定 
本アプリケーションノートでは、SCIのデータ転送、CRCコード付き送信データの作成、CRCコード付き
受信データ CRC演算に DTCを使用しています。DTC設定条件（受信）を表 8に、DTC設定条件（送信）を
表 9に示します。 

表 8 DTCの設定条件（受信） 

 CRCコード付き受信
データの SCI転送 

CRC初期化 CRCコード付き受信
データの CRC転送 

演算結果退避 

転送モード ノーマル転送モード ノーマル転送モード ブロック転送モード ノーマル転送モード
転送回数 130回 1回 1回 1回 
ブロックサイズ － － 130バイト － 
転送データサイ

ズ 
バイト（Byte） バイト（Byte） バイト（Byte） ワード（Word） 

転送データ内容 CRCコード付き受信
データ 
（計 130バイト） 

• CRC初期化デー
タ（H’82） 
（1バイト） 

CRC コード付き受信
データ 
（計 130バイト） 

CRC演算結果 
（2バイト） 

転送元 SCI1.RDR 内蔵 RAM 内蔵 RAM CRC データ出力レジ
スタ（CRCDOR） 

転送先 内蔵 RAM CRC コントロールレ
ジスタ（CRCCR） 

CRC データ入力レジ
スタ（CRCDIR） 

内蔵 RAM 

転送元アドレス 転送元は固定 転送元は固定 転送後に転送元アド

レスをインクリメン

ト 

転送元は固定 

転送先アドレス 転送後に転送先アド
レスをインクリメン

ト 

転送先は固定 転送先は固定 転送先は固定 

起動要因 SCI1受信データフル
割り込み（TXI1）で
起動 

受信データの SCI 転
送後に実行 

CRC初期化後に実行 受信データの CRC転
送後に実行 

チェーン 許可 許可 許可 禁止 
割り込み なし なし なし 指定したデータ転送

終了後、CPU に対し
て割り込み許可 
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表 9 DTCの設定条件（送信） 

 CRC初期化 送信データの CRC
転送 

CRC演算結果追加 CRCコード付き送信
データの SCI転送 

転送モード ノーマル転送モード ブロック転送モー

ド 
ノーマル転送モード ノーマル転送モード 

転送回数 1回 1回 1回 129回 
ブロックサイズ － 128バイト － － 
転送データサイ

ズ 
バイト（Byte） バイト（Byte） ワード（Word） バイト（Byte） 

転送データ内容 • CRC初期化データ
（H'82） 
（1バイト） 

送信データ 
（128バイト） 

CRC演算結果 
（2バイト） 

CRC コード付き送信

データ（計 129バイト）

転送元 内蔵 RAM 内蔵 RAM CRCデータ出力レ
ジスタ（CRCDOR） 

内蔵 RAM 

転送先 CRCコントロールレ
ジスタ（CRCCR） 

CRCデータ入力レ
ジスタ（CRCDIR）

内蔵 RAM SCI1 のトランスミット
デ ー タ レ ジ ス タ

（SCI1.TDR） 
転送元アドレス 転送元は固定 転送後に転送元ア

ドレスをインクリ

メント 

転送元は固定 転送後に転送先アドレ

スをインクリメント 

転送先アドレス 転送先は固定 転送先は固定 転送先は固定 転送先は固定 
起動要因 SCI1 送信データエン

プ テ ィ 割 り 込 み

（TXI1）で起動 

CRC初期化後に実
行 

送信データの CRC
転送後に実行 

SCI1 送信データエンプ
ティ割り込み（TXI1）で
起動 

チェーン 許可 許可 禁止 禁止 
割り込み なし なし 指定したデータ転送

終了後、CPUに対し
て割り込み要求 

指定したデータ転送終

了後、CPU に対して割
り込み要求 
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4.8 動作詳細 

4.8.1 受信動作 
① SCI1の受信データフル割り込み（RXI1）要求待ち。 
② RXI1割り込み要求で DTCが起動します。 
③ DTCで、CRCコード付き受信データ（計 130バイト）を SCI1のレシーブデータレジスタ（RDR）から

内蔵 RAMに転送します。 
④ 130バイト分のデータ転送終了後、チェーン転送で内蔵 RAMの CRC初期化データ（H'82）を CRCコン

トロールレジスタ（CRCCR）に転送し、CRC演算器を初期化します。 
⑤ CRC演算器の初期化後、チェーン転送で、内蔵 RAMの CRCコード付き受信データ（計 130バイト）を

CRCデータ入力レジスタ（CRCDIR）にブロック転送し、CRC演算結果を算出します。 
⑥ CRCデータ出力レジスタ（CRCDOR）に算出された CRC演算結果をチェーン転送で内蔵 RAMに退避

します。 

⑦ DTC転送終了後、CPUへの割り込み要求が発生します（RXI1割り込み要求）。 
⑧ RXI1割り込みルーチン内で内蔵 RAMの CRC演算結果をリードし、CRCエラー判定を行います。CRC

エラーが無ければ DTC（受信）の再設定を行い、①に戻ります。 
 
図 2に受信動作のブロック図を示します。 
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図 2 受信動作のブロック図 

 
【注】 RX610グループでは、DTCを受信動作で使用する場合、IRフラグの自動クリアまでの間に次の転送

要求が発生すると、転送要求の消失が発生するため注意が必要です。詳細は、ルネサス エレクトロニ
クスホームページのテクニカルアップデートに記載されている「RX610グループ通信機能による
DMAC/DTC 転送の注意事項」を参照してください。 
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4.8.2 送信動作 
① SCI1の送信データエンプティ割り込み（TXI1）要求待ち。 
② TXI1割り込み要求で DTCが起動します。 
③ DTCで、内蔵 RAMの CRC初期化データ（H'82）を CRCCRに転送し、CRC演算器を初期化します。 
④ CRC演算器の初期化後、チェーン転送で内蔵 RAMの送信データ（128バイト）を CRCDIRにブロック

転送し、2バイトの CRCコードを生成します。 
⑤ CRCDORに生成された CRCコードをチェーン転送で送信データに追加し、130バイトの CRCコード付

き送信データを作成します。 

⑥ DTC転送終了後、CPUへの割り込み要求が発生します（TXI1割り込み要求）。 
⑦ TXI1割り込みルーチン内で、モードモニタレジスタ（MDMONR）のMDEビットをリードし、MDEビッ

トが 1（ビッグエンディアン）ならば CRCコード(L)と CRCコード(H)を入れ替えます。 
⑧ DTC起動の割り込み要求先を TXI1割り込みに再設定し、TXI1割り込み要求を許可にします。 
⑨ 送信データの 1バイト目のデータ（H'00）を SCI1のトランスミットデータレジスタ（TDR）へ CPUで

ライトすることで、TXI1割り込みが発生し、DTCが起動します。 
⑩ DTCで、CRCコード付き送信データ（計 129バイト）を TDRに転送します。指定回数分の転送が完了

すると DTC(送信)の再設定を行い、①に戻ります。 
 
図 3に送信動作のブロック図を示します。 

CRC初期化データ
(1byte)

送信データ格納領域
(128+2byte)

CRCCR

CRCDIR

(H)

(L)

TDR

TSR

TXI1割り込み要求許可

DTC動作

DTC動作
内蔵RAM

CPU動作

TxD1

SCI1

DTCノーマル転送
(CRCコード付き
送信データ転送)

CRCコード(L)

CRCコード(H)

CRC演算器

CRCDOR

③ DTCノーマル転送
(CRC演算器を初期化)

チェーン

④ DTCブロック転送
(CRCコード付き
受信データ転送)

チェーン

⑤ DTCノーマル転送
(演算結果転送)

⑥ DTC転送終了後、CPUへ割り込み要求

(送信データエンプティ割り込みルーチン)

① 送信データエンプティ(TXI1)割り込み要求待ち

② 送信データエンプティ割り込みで、DTC起動

 

 ※　【注1】
リトルエンディアン ビッグエンディアン
内蔵RAM 内蔵RAM

送信データ格納領域

(L)

(H)

(H)

(L)

CRCコード入れ替え
⑦ ※　【注2】

送信データ(1byte目)

⑩ ※ 【注3】

⑧

⑨

送信データ格納領域

送信データの1byte目(H'00)を
TDRへライト

CPU動作
(送信データエンプティ割り込みルーチン)

 
図 3 送信動作のブロック図 
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【注 1】 CRCDORは 16ビットレジスタであるため、DTCで内蔵 RAMにデータ転送するとエンディアン設
定の影響を受け、リトルエンディアン時は CRCコード(H)が送信データ格納領域の最終バイトに、ビ
ッグエンディアン時は CRCコード(L)が送信データ格納領域の最終バイトに配置されます。 

 
【注 2】 エンディアン設定がビッグエンディアンのとき、CRCコードが反転して配置されるため、CRCコー

ドを入れ替える必要があります。本アプリケーションノートでは、CRCコード(H)が送信データ格納
領域の最終バイトに来るよう内蔵 RAMの CRCコード(L)と CRCコード(H)を入れ替える処理を実施
しています。なお、本アプリケーションノートのサンプルプログラムをリトルエンディアンで使用す
る場合、本処理は不要です。 

 

【注 3】 RX610グループでは、DTCを送信動作で使用する場合、IRフラグの自動クリアまでの間に次の転送
要求が発生すると、転送要求の消失が発生するため注意が必要です。詳細は、ルネサス エレクトロニ
クスホームページのテクニカルアップデートに記載されている「RX610グループ通信機能による
DMAC/DTC 転送の注意事項」を参照してください。 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 定数一覧 
表 10にサンプルコードで使用する定数の一覧を示します。 

 
表 10 定数一覧 

定数名 設定値 内容 
DTC_CNT_TX 129 DTC（送信）の転送回数 
DTC_CNT_RX 130 DTC（受信）の転送回数 

BLOCK_SIZE_TX 128 DTC転送（送信）のブロックサイズ 

BLOCK_SIZE_RX 130 DTC転送（受信）のブロックサイズ 

BIG_ENDIAN 1 ビッグエンディアン 

NON_CRC_ERR 0000h CRCエラーなし 

SET 1 フラグセット 

CLEAR 0 フラグクリア 

 

5.2 構造体／共用体一覧 
図 4、図 5にサンプルコードで使用する構造体／共用体を示します。 

 

struct st_dtc_full{ 
 union{ 
  unsigned long LONG; 
  struct{ 
   unsigned long MRA_MD :2; /* MRA.MDビット */ 
   unsigned long MRA_SZ :2; /* MRA.SZビット */ 
   unsigned long MRA_SM :2; /* MRA.SMビット */ 
   unsigned long  :2; 
   unsigned long MRB_CHNE :1; /* MRB.CHNEビット */ 
   unsigned long MRB_CHNS :1; /* MRB.CHNSビット */ 
   unsigned long MRB_DISEL :1; /* MRB.DISELビット */ 
   unsigned long MRB_DTS :1; /* MRB.DTSビット */ 
   unsigned long MRB_DM :2; /* MRB.DMビット */ 
   unsigned long  :2; 
   unsigned long  :16; 
  }BIT; 
 }MR; 
 void * SAR; /* SARレジスタ */ 
 void * DAR; /* DARレジスタ */ 
 struct{ 
   unsigned long CRA:16; /* CRAレジスタ */ 
   unsigned long CRB:16; /* CRBレジスタ */ 
 }CR; 
}; 

図 4 サンプルコードで使用する構造体／共用体（DTC転送情報） 
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struct st_ram_data{ 
  union{ 
   unsigned char ALL[130];   /* CRCコード付きシリアルデータ */ 
   struct{ 
    unsigned char DATA[128];  /* シリアルデータ */ 
    unsigned short CRC_CODE; /* CRCコード */ 
   }MEMBER; 
  }BUFF; 
}; 

図 5 サンプルコードで使用する構造体／共用体（CRCコード付きシリアルデータ） 

 

5.3 変数一覧 
表 11にサンプルコードで使用する変数の一覧を示します。 

 
表 11 変数一覧 

型名 変数名 内容 使用関数 
unsigned char send_end_flag 送信終了フラグ 0：送信中 

         1：送信終了 
main, int_sci_tei1 

unsigned char receive_end_flag 受信終了フラグ 0：受信中/受信待ち 
         1：送信終了 

main,int_sci_rxi 

unsigned char crc_error_flag CRCエラーフラグ 0：エラーなし 
1：エラー発生 

main, int_sci_rxi 

unsigned char CRC_RESET_DATA CRC初期化データ main,dtc_send, 
dtc_ receive 

st_dtc_full dtc_tx[3] DTC転送情報（送信） dtc_init ,dtc_send 
int_sci_txi1 

st_dtc_full dtc_rx[4] DTC転送情報（受信） dtc_init ,dtc_ receive 
st_ram_data ram_tx CRCコード付き送信データ main ,dtc_send 

int_sci_txi1 
st_ram_data ram_rx CRCコード付き受信データ dtc_ receive 
unsigned short CRC_RESULT CRC演算結果 dtc_ receive, 

int_sci_rxi1 
void *dtc_table[256] DTCベクタテーブル dtc_init 
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5.4 関数一覧 
表 12に本アプリケーションノートで使用する関数一覧を示します。 

 
表 12 関数一覧 

関数名 機能 
HardwareSetup 初期化処理、クロック設定、モジュールストップ状態解除 

main 
メイン処理 
ICUの初期設定、割り込みレベル設定 

sci1_init SCIの初期設定、転送クロックの設定 
dtc_init DTCの初期設定 
dtc_receive DTC転送情報の配置（受信） 
dtc_send DTC転送情報の配置（送信） 
crc_error CRCエラー表示 
byte_reverse_16 WORDデータの上位バイトと下位バイト入れ替え 
int_sci_tei1 送信完了割り込み 
int_sci_txi1 送信データエンプティ割り込み 
int_sci_rxi1 受信データフル割り込み 
int_sci_eri1 受信エラー割り込み 
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5.5 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

sci1_init 

概要 SCI1の初期設定を行います。 

ヘッダ iodefine.h 

宣言 void sci1_init(void) 

説明 設定内容は 4.5章の表 6を参照してください。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考  

 
dtc_init 

概要 DTCの初期設定を行います。 

ヘッダ iodefine.h 

宣言 void dtc_init(void) 

説明 設定内容は 4.7章の表 8、表 9を参照してください。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考  

 
dtc_receive 

概要 DTC転送情報（受信）の設定を行います。 

ヘッダ iodefine.h、dtc_def.h 

宣言 void dtc_receive (void) 

説明 設定内容は 4.7章の表 8を参照してください。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考 DTCの初期設定および再設定時（受信）に使用します。 

 

dtc_send 

概要 DTC転送情報（送信）の設定を行います。 

ヘッダ iodefine.h、dtc_def.h 

宣言 void dtc_send (void) 

説明 設定内容は 4.7章の表 9を参照してください。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考 DTCの初期設定および再設定時（送信）に使用します。 
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crc_error 

概要 CRCエラー表示を行います。 

ヘッダ iodefine.h 

宣言 void crc_error(void) 

説明 ポート 03に接続されている LEDを点灯させます。 

引数 なし 

リターン値 なし 

備考  

 
byte_reverse_16 

概要 WORDデータの上位バイトと下位バイトを入れ替えます。 

ヘッダ iodefine.h 

宣言 unsigned short byte_reverse_16(unsigned short rev_data) 

説明 引数 rev_data（unsigned short型）の上位バイトと下位バイトを入れ替えた値を返します。 

引数 rev_data（unsigned short型） 

リターン値 (rev_data << 8) | (rev_data >> 8) 

備考 CRCコードの入れ替えに使用します。 
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5.6 処理フロー 
図 6～図 18に参考プログラムの処理フローを示します。 

・システムコントロールレジスタ（SCKCR）設定
動作周波数（ICLK=100MHz,BCLK=25MHz,PCLK=50MHz）

HardwareSetup

動作周波数の設定

main

・モジュールコントロールレジスタB（MSTPCRB）設定
モジュールストップ状態の解除（SCI1,CRC）

SCI、CRCのストップ状態解除

･メインルーチンに分岐

 

図 6 初期化処理 
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main

･SCI1-TXI1,TEI1,RXI1,ERI1
割り込みレベル＝１

転送データ設定
･CRC_RESET_DATAにCRC初期化データ(H'82)を格納
･ram_tx.BUFF.MEMBER.DATA[128]に送信データを格納

SCIの初期設定
(sci_init)

･SCIのレジスタを設定
I/Oポートの初期設定
ビットレートの設定

DTCの初期設定
（dtc_init)

･DTCのレジスタを設定
DTC転送情報の設定
DTC起動ビット設定

割り込み要因プライオリティ

レジスタ（IPRm)の設定

割り込み要求許可レジスタ

　（IERm)の設定
･SCI1-TXI1,RXI1,ERI1
割り込み要求許可

割り込み要求先設定レジスタ

（ISELRn）の設定
･RXI1のDTC起動設定
･TXI1のDTC起動設定

A

 

図 7 メイン処理（1） 
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A

受信動作完了?

crc_error_flagは"0"？

CRCエラー表示
（crc_error）

受信終了フラグ

（recieve_end_flag）のクリア

※受信のデータ抽出

･DTCの転送情報（受信）の設定
 （MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRB）

割り込み要求許可レジスタ

（IERm）の設定
･SCI1-RXI1
 割り込み要求許可

受信動作完了

"1"（CRCエラーあり）

"0"（CRCエラーなし）

受信動作中/受信待ち

・受信の再設定

･受信の状態を確認

recieve_end_flagを確認

･CRCエラーの有無を確認
 CRCエラーが発生した場合は、CRC   
エラー処理を行い、自番地ループ

･recieve_end_flagをクリア
 

･ram_rx.BUFF.MEMBER.DATA[128]
の受信データを抽出

※[注] 本例では除く

・RXI1のDTC起動設定

DTCの転送情報（受信）
の設定（dtc_receive）

割り込み要求先設定レジスタ

（ISELRn）の設定

送信動作終了?

送信終了フラグ

（send_end_flag）のクリア

送信データの設定

割り込み要求許可レジスタ

（IERm）の設定
･SCI1-TXI1
 割り込み要求許可

送信動作終了

送信動作中
･送信の状態を確認

･send_end_flagをクリア
 

･ram_tx.BUFF.MEMBER.DATA[128]
に送信データを格納

DTCの転送情報（送信）
の設定（dtc_send） ･DTCの転送情報（送信）の設定

 （MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRB）

割り込み要求先設定レジスタ

（ISELRn）の設定
・TXI1のDTC起動設定

・送信の再設定

送信フラグ（send_flag）のセット ･send_flagを"1"にセット

 

図 8 メイン処理（2） 
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･内蔵ボーレートジェネレータ

･シリアル転送動作禁止

sci1_init

･P2ポートの入力バッファ有効

･PCLK(50MHz)、1ストップビットパリティなし、       
データ長8ビット
調歩同期式モード

シリアル

コントロールレジスタ

（SCR）の設定

入力バッファ

コントロールレジスタ

（ICR）の設定

シリアルモードレジスタ

（SMR）の設定

スマートカード

モードレジスタ

（SCMR）の設定

･シリアルコミュニケーション

インタフェースモード

ビットレートレジスタ

（BRR）の設定
･BRR=40(38400bps)

1ビット期間wait

return

･TE=1（シリアル送信動作許可）
･TIE=1（TXI割り込み要求許可）
･TEIE=1（TEI割り込み要求許可）
･RE=1（シリアル受信動作許可）
･RIE=1（RXIおよびERI割り込み要求許可）

シリアル

コントロールレジスタ

（SCR）の設定

 

図 9 SCIの初期設定  

 



RX610グループ DTCのブロック転送による CRCコード算出と 
 DTCのデータ転送による CRCコード付き調歩同期式シリアル通信 

R01AN0584JJ0100  Rev.1.00  Page 21 of 27 
2011.07.14  

dtc_init

DTC起動要因の転送情報
アドレス設定

･起動要因：TXI1,RXI1

DTCコントロールレジスタ
（DTCCR）の設定 ･リードスキップ機能禁止

DTCベクタベースレジスタ
（DTCVBR）の設定

return

･DTCのベクタテーブルアドレス算出時
のベースアドレスを設定

DTCモジュール起動レジスタ
（DTCST）の設定 ･DTCモジュール起動

DTCの転送情報（受信）
の設定（dtc_receive）

・受信側の転送情報設定

DTCの転送情報（送信）
の設定（dtc_send） ・送信側の転送情報設定

 

図 10 DTC初期設定 
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第2転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA）

を設定

・[MRA]ノーマル転送モード、バイトサイズ転送、SAR固定
・[MRB]チェイン許可、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、CRCCR初期化値格納領域（内蔵RAM）
・[DAR]転送先開始アドレスは、CRCのCRCCRレジスタ
・[CRA]転送回数1回

return

第3転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA,CRB）

を設定

・[MRA]ブロック転送モード、バイトサイズ転送、SARプラス加算
・[MRB]チェイン許可、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、受信データ格納領域（内蔵RAM）
・[DAR]転送先開始アドレスは、CRCのCRCDIRレジスタ
・[CRA]ブロックサイズ130バイト
・[CRB]ブロック転送回数1回

第4転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA）

を設定

・[MRA]ノーマル転送モード、ワードサイズ転送、SAR固定
・[MRB]チェイン禁止、データ転送後に割り込み許可、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、CRCのCRCDORレジスタ
・[DAR]転送先開始アドレスは、演算結果退避領域（内蔵RAM）
・[CRA]転送回数1回

dtc_receive

第1転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA）

を設定

・[MRA]ノーマル転送モード、バイトサイズ転送、SAR固定
・[MRB]チェイン許可、DARプラス加算
・[SAR]転送元開始アドレスは、SCIのRDR（内蔵RAM）
・[DAR]転送先開始アドレスは、受信データ格納領域（内蔵RAM）
・[CRA]転送回数130回

 

図 11 受信の転送情報配置処理 

 

・[MRA]ノーマル転送モード、ワードサイズ転送、SAR固定
・[MRB]チェイン禁止、データ転送後に割り込み許可、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、CRCのCRCDORレジスタ
・[DAR]転送先開始アドレスは、送信データ格納領域（内蔵RAM）
・[CRA]転送回数1回

dtc_send

第3転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA）

を設定

return

第1転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA）

を設定

・[MRA]ノーマル転送モード、バイトサイズ転送、SAR固定
・[MRB]チェイン許可、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、CRCCR初期化値格納領域（内蔵RAM）
・[DAR]転送先開始アドレスは、CRCのCRCCRレジスタ
・[CRA]転送回数１回

第2転送情報
（MRA,MRB,SAR,DAR,CRA,CRB）

を設定

・[MRA]ブロック転送モード、バイトサイズ転送、SARプラス加算
・[MRB]チェイン許可、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、送信データ格納領域（内蔵RAM）
・[DAR]転送先開始アドレスは、CRCのCRCDIRレジスタ
・[CRA]ブロックサイズ128バイト
・[CRB]転送回数1回

 

図 12 送信の転送情報配置処理 
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crc_error

return

・CRCエラー表示
・Port2に接続されているLEDを点灯LED点灯

 

図 13 CRCエラー表示 

 

byte_reverse_16

return

･引数の上位バイトと下位バイトを入れ替え、

戻り値として返す
引数（ワードデータ）の

上位バイトと下位バイト入れ替え

 

図 14 ワードデータのバイト並び替え 

 

int_sci_tei1

return

･SCI1-TEI1、TXI1割り込み要求禁止割り込み要求許可レジスタ

（IERm）の設定

送信終了フラグ

（send_end_flag）セット ・send_end_flagを"1"

 

図 15 送信完了割り込み 
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int_sci_txi1

return

割り込み要求先設定レジスタ

（ISELRn）の設定

送信データの1バイト目を
SCIのTDRへライト

･送信データの1バイト目のデータ（"00h"）を
SCI1のTDRへライト

・TXI1のDTC起動設定

割り込み要求許可レジスタ

　（IERm）の設定
･SCI1-TXI1
割り込み要求許可

割り込み要求許可レジスタ

（IERm）の設定
･TXI1割り込み要求禁止

send_flag=1？

エンディアン設定は

ビッグエンディアン？

･CRC演算結果の上位側を送信データ格納領域
へライトCRCコード入れ替え

リトルエンディアン

ビッグエンディアン

・モードモニタレジスタ(MDMONR)のMDEビット
をリードし、エンディアン設定を確認

・エンディアン設定がビッグエンディアンな

ら、CRCコードの上位バイトと下位バイトを入れ
替える。

DTCの転送情報（送信）
の設定

・[MRA]ノーマル転送モード、バイトサイズ転送、
       SARプラス加算
・[MRB]チェイン禁止、DAR固定
・[SAR]転送元開始アドレスは、
       送信データ格納領域（内蔵RAM）
・[DAR]転送先開始アドレスは、SCI1のTDR
・[CRA]転送回数129回

割り込み要求許可レジスタ

　　（IERm）の設定

送信フラグ（send_flag）
のクリア

･SCI1-TEI1
割り込み要求許可

・send_flagの判定

"1"

"0"

･send_flagをクリア

 

図 16 送信データエンプティ割り込み 
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int_sci_rxi1

return

CRCエラー発生？

CRCエラーなし

CRCエラーあり

割り込み要求許可レジスタ

　（IERm）の設定
･SCI1-RXI1割り込み要求禁止

CRCエラーフラグ
（crc_error_flag）セット

・CRCエラー判定
・CRCエラー発生（CRC_RESULTが0000h以外）の 
場合、CRC_error_flagを"1"

受信終了フラグ

（receive_end_flag）セット
･receive_end_flagを"1"

 

図 17 受信データフル割り込み 

 

･ORER:オーバランエラーフラグ
･FER:フレーミングエラーフラグ
･PER:パリティエラーフラグ

int_sci_eri1 

return

＊シリアルステータスレジスタの

エラーフラグクリア

＊本例では、除く

 

図 18 受信エラー割り込み 
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6. 参考ドキュメント 
• ハードウェアマニュアル 

RX610グループハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• ソフトウェアマニュアル 
RXファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• 開発環境マニュアル 
RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ ユーザーズマニュアル  
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• テクニカルアップデート 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 
• ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
• お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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